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漆を活用した新世代漆器材料（サスティーモ®）を用いた漆製品の製造・企画
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次世代漆器材料（天然材料のみ）を用いた成形体製品製造工程の改善

漆と木粉という天然原料のみを用いた次世代漆器材料 (サスティーモ®) による成形材料・成形体の特許
技術を活用し、従来漆器の扱い難いという欠点を克服することで、日本の誇るべき漆文化を実生活に近
づけるための製品の実用化を図る。

　サスティーモ®とは、漆と植物繊維（木粉）の
みを原料とするバイオマス 100％の成形材料・成
形体・及びそれらを製造する特許技術の総称であ
り、それは漆の熱硬化（焼付け）技術を応用する
ことで成形材料を製造し、それを用いて成形する
ことで、より自由度が高い形状と強度を有する漆製
品の素地製造を可能とした技術である。
　現在は、金型により製造した量産品のお猪口

（ちょこ）を、インターネット上で販売している。
　サスティーモ®による市場ニーズは、①ろくろ
を使わない金型による製品製造が可能となり、形
状の自由度や量産性が出てきたことから様々な業
種からの問い合わせが増加している。前述のよう
なお猪口などの製品は金型を製作しての大量生産
で良い。また、②漆というプレミアム価値を付け
ての商品販売を考えるメーカーからは、多品種小
ロット生産を求められている。さらに、③商品化
前の検討段階において試作品は必須となり、この
試作品に対する納期短縮も求められている。
　自社では二次加工設備（レーザー加工機・モデ
リングマシン（切削機））を保有しておらず、二
次加工の全てを外注に頼っていた。特に小ロット

生産や試作の際の納期や品質が不安定であり、市
場ニーズへの対応ができていない。
　課題である多品種・小ロット生産、試作品製造
の納期短縮など製品レンジを広げるために、設備
導入による二次加工工程の内製化（自社生産）を
することにより、成形した板材やブロック材を加
工し、ニーズにあった商品開発が可能になる。具
体的には当面需要の多く個別対応が可能な「レー
ザー加工機」と「切削加工機」を導入する。
　レーザー加工機は、板材、ブロック材の切断を
行い、彫刻、穴あけ加工を内製化する。また、切
削加工機は、高品質な切削加工データを作成でき
るタイプを導入して切削加工の自動化を実現し、
作業時間を短縮した内製化に取り組んだ。
　結果、今まで外注で行っていたときと比較し二
次加工時間をレーザー加工機では 1 日（67％）、
モデリングマシンでは 0.5 日（83％）削減できる
ことが確認できた。内製化したことにより、外注
先の受託数量である最少ロットに縛られる必要が
無くなり、適正数量の生産による不要在庫の問題
を解消しただけでなく、オプション品の活用に
よって立体造形の製品加工が可能となり、製品レ
ンジの拡充や多品種への要望への対応も可能と
なった。

代表取締役

中山  哲哉

　「漆」、「漆器」は英語で「japan」と呼ばれている。
日本を代表するマテリアルなのである。その膜は
独特の風合いと温もりがあり、使用するほどに艶
が増す「生きた」プロダクトである。ただ、その
扱い難さから現代の生活からは遠い存在となって
しまった。そのためヨーロッパをはじめとする海

外での評価は高いものの、実用品レベルにおいて
は、素地はフェノール樹脂やＡＢＳ樹脂、表面の
塗料はウレタン樹脂塗料などの合成樹脂を用いた

「合成漆器」が多く使用されているのが、お膝元・
日本での現状となっている。
　従来の伝統的漆器に用いられていた「漆」と「木」
という天然の原料を用いながら、乾燥による割れ
を防ぎ、洗浄などの扱いを容易にし、更にはかぶ
れの心配がほとんどないという特性を生み出すこ
とに成功した。この扱い易い「漆器」を実現した
ことで、日本の誇るべき漆文化を実生活に近づけ
日常的に使える本物の漆器を世界中に発信するこ
とが可能となった。

　中山社長は理系の人ではないのだという。
　「専攻は経営学です。組み合わせることが好き、
得意ですね。」
　最初に就職した先の仕事から酸化チタン光触媒
の専門家となり、その組み合わせ能力と、正しき
ものを『感覚的なひらめき』で見抜く力で、次々
と成果を出し（一例：ガラスに塗れる塗料、汚れ
ない緩衝材等々）、新たな職場に引き抜かれつつ、
稀代な経営者や専門家たちと交流して……その中
でうるしを研究する人々とも結びついていったの
だという（光触媒ー塗料ーうるしの流れ）。
　漆は、作るにも使うにも扱いにくい素材であり、
日本の誇る文化として工業材料化することがとて
も難しい素材なのだという。漆を研究し長年携わっ
ている方々の中へ、漆素人の中山社長は入っていっ
た。
　「粉化して使うことは、理論上では可能でも、漆
の状態を知る方法さえない。おもしろそうだな、

出来そうだなと。」
　もともと研究者で
はないだけに拘りが
ない分、柔らかな閃
きとカンで漆の特性
を解き明かしていっ
た。前の就職先各社
で作り出した成果
も、その根源は感覚
とカンの閃きなのだという。組み立てることが好
きなものづくり精神は、恐れずにカンで思わぬも
のを組み合わせて成果となるのだというが。当然
偶然ではないにしても、おそるべしである。
　「変わり者と呼ばれてます。」とにっこりする中
山社長。
　そして次は、「漆でなにをつくりますか？」であ
る。かぶれず完全硬化した丈夫で極めて美しい日
本文化の最高峰。「娘には天然の器でご飯を食べて
もらいたい」と、
つぶやいた研究
者のひと言が忘
れられないとい
う。 そ し て、 山
梨県内に漆の植
林も始まってい
る。山梨の特産品になろうとしている。
　漆、あなたなら何にしますか？

漆器の持つ扱いにくい部分は改善されて、気軽に身近になりました

新しいうるし世紀を目指して、さあ漆で何を作りましょうか !?
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▲レーザ加工機 ▲モデリングマシン（切削機）
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